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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：①先駆的博物館教育理論 ②博物館教育・普及活動 ③古美術 ④伝統文化 
 
１．研究計画の概要 

本研究は、期間を 4ヵ年とし、その期間内

に日本全国のみならず世界の博物館・美術館

で行われている先駆的博物館教育・普及（広

報活動を含む）事業事例を網羅的に収集し、

その事業内容を分類し、分析を行う。その結

果にもとづいて、わが国特有の古美術・伝統

文化への理解を深めるための独創的かつ先

駆的な博物館教育理論を構築することを目

的とする。さらに、博物館が来館者および広

く一般の人々に何を発信していくべきなの

か、という社会的な課題に対し、博物館が発

行する普及（広報）印刷物やワークショップ

等さまざまなツールの組み合わせの分析を

通し、実践的な博物館教育・普及活動のあり

方を提示する。 
 
２．研究の進捗状況 

（1）各方面からの情報をもとに、国内 1,140

館、国外 607 館の博物館・美術館に対して教

育・普及事業に関するアンケート調査を実施

し、それに基づき、参考とすべき教育・普及

プログラムを実施している博物館・美術館に

ついて地域別に現地調査を行ってきた。この

現地調査により各館が行う教育・普及プログ

ラムの理念とその実施方法等、本研究に必要

な多くの新知見を得ることができた。また各

館における教育・普及部門のあり方自体をも

把握することができ、きわめて有意義な調査

となった。また、カナダ、シカゴ、ウィーン

で行われた博物館教育・普及に関する国際学

会にも参加。本研究に関するきわめて有益な

情報を得ることができた。こうした現地調査

で得られたデータを整理保存し、収集データ

の分析を行ってきている。 

（2）新たな博物館教育理論の構築をめざ

し、現地調査でも多くの研究者と意見交換

を繰り返してきたが、東京国立博物館が招

聘した研究者とともに研究会を開催。さら

に個別に研究会を開催し、博物館教育理論

の構築に向けた意見交換を行い、その成果

をふまえ、東京国立博物館に特化した教

育・普及プログラムを試作し、平成 19年 4

月にオープンした東京国立博物館の教育

普及スペース「みどりのライオン」におい

て実施。各方面から好評を得ている。 
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（3）本研究の最終年度として、新たな博物

館教育・普及理論の構築のために、「伝統文

化」をテーマとする国際シンポジウムの開催

を来年1月後半～2月前半頃に予定している。

現在はその開催に向け、各方面との調整・準

備を進めているところである。また、初年度

からの成果をふまえ、意義深い博物館教育・

普及プログラムを裏付ける博物館教育理論

を構築するべく、諸々の資料の分析を進めて

いるところである。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

研究目標にも掲げた新たな博物館教育理

論の構築に関しては、まださまざまな観点か

らの取り組みが必要であり時間を有する。し

かし、全体の研究は、これまでの研究実施計

画に則り、おおむね順調に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（1）各調査の分析とまとめ 

（2）国際シンポジウムの早期開催 

（3）東京国立博物館に特化した博物館教

育・普及プログラムの明確化 

（4）新たな博物館教育理論の構築 

以上の 4項目達成に向け、本研究参加者全員

が全力で取り組み、最終年度にふさわしい研

究報告書をまとめる予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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